[滋賀医科大学雑誌第5巻 目次] by unknown
[滋賀医科大学雑誌第5巻 目次]
雑誌名 滋賀医科大学雑誌
巻 5
ページ 169-170
発行年 1990-05
URL http://hdl.handle.net/10422/3142

滋賀医科大学雑誌投稿規程
(内　容)
第1本誌には,和文又は欧文の原著,総説,症例
報告, CPC等を掲載する.
(投稿資格)
第2　投稿者は,滋賀医科大学に所属する研究者,
又は編集委員会が認めた者とする.
(論文の受付)
第3　論文原稿は,編集委員会(滋賀医科大学附属
図書館内)あて3部(オリジナル1部,コピー
2部)提出する.編集委員長は,受付年月日を
記した原稿受領書を投稿者に交付する.
(論文の受理)
第4　原稿は,別に定める「滋賀医科大学雑誌投稿
手引」に従い,内容,体裁が整ったものでなけ
ればならない.投稿原稿の受理は,編集委員会
で決定し,投稿者に通知する.
(校　正)
第5　原稿の校正は,著者の責任において行う.内
容及び組み版面積に影響を与える改変は許され
*<」い.
(掲載料)
第6　論文の掲載料と別刷り代は,全額著者の負担
とする.
(依頼原稿)
第7　編集委員会が特に必要と認めたときは,本学
内外に論文の寄稿を依頼し,本誌に掲載するこ
とができる.この場合,掲載料は徴収しない.
滋賀医科大学雑誌投稿手引
(目　的)
第1　この手引は, 「滋賀医科大学雑誌投稿規程」の
定めるところにより,論文原稿の取扱いについ、
て必要な事項を定めるものである.
(論　文)
第2　論文は,原則として日本語,英語,ドイツ語,
又はフランス語によるものとし,次の各号に掲
げる点に留意して作成したものでなければなら
kHJ
l　論文は,和文では, A4版400字詰め横書き原
稿用紙を用いたもの(ワードプロセッサー使用
の場合は, A4版に30字×25行とする),又欧文
では, A4版のタイプ用紙にダブル・スペース
でタイプしたものとする.
2　論文の記載順序は, ①表題, ②著者名(ロー
マ字表記を付ける), ③所属, (り欄外見出し, ⑤
原稿の枚数,図・表の数, ⑥連絡先, ⑦キーワ
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-ド, ⑧欧文抄録, ⑨本文, ⑩文献とし, ①～⑦
は表紙として1枚にまとめること.なお,欧文
論文の場合には,更に和文抄録を付けること.
3　和文の表記は,原則として, 「常用漢字表」(昭
和56年内閣訓令第1号), 「送り仮名の付け方」
(昭和48年内閣訓令第2号), 「現代仮名遣い」
(昭和61年内閣訓令第3号)によるものとする.
4　医学用語は,日本医学会選定のものを用いる
こと.
5　ラテン語の学名はイタリックで,日本語の動
植物名は片仮名で書く.
6　略語は,国際的慣例に従い,単位及び単位記
号は,国際単位系による(例:nm, 〟m, 〟g,
〟1, Hz等).
7　外国人名は,原綴のままとする.国名等は,
原字又は片仮名で書く.
8　本文中の引用は,その右肩に番号を付けるか,
又は著者名と年号を記載する.後者の場合,著
者が3名以上であるときは,第1著者名の後に
t'ら"又は　et al.を付ける.
末尾文献表は,番号の場合は引用順,著者
名の場合はアルファベット順とする.著者は
略さず全員を掲げる.記載順序は, (丑著者名
(発行年), ②論文表題, ③雑誌名, ④巻次,
⑤始め一終わりページとする.雑誌名の省略
は, IndexMedicus"及び『医学中央雑誌』
の略名表によるものとする.単行本の場合は,
①著者名(発行年), ②書名, ③版次, ④引用
ページ, ⑤発行所, ⑥発行地とする.
記載例
King, S. J., Reilly, K., Dawes, J. and Miller,
・ H. R. P. (1985)The presence in blood of both
glycosammoglycan and mucosal mast cell
protease following systemic anaphylaxis in
the rat. Int. Arch. Allergy Appl. Immunol. 76,
286-288.
Goldstein, A., Aronow, L. and Kalman, S.
M, (1968) Principles of Drug Action. 343-428.
Harper & Row, New York.
Gross, D. (1974)Pain and the autonomic
nervous system. In Advances in Neurology,
Vol. 4, Pain ", ed. by J. J. Bonica. 93-103.
Raven Press, New York.
Fujita, H. , Nakayama, N. , Sawabe, T. and
Kimura, K. (1970)In vivo distribution and
inactivation of neocarzinostatm. Jpn. J.
Antibiot. 23, 47ト478 (in Japanese).
松井成一(1976)　再生時の肥日宇細胞の組織
化学的研究.京都府医大誌　85, 483-492.
梶川欽一郎(1984)　結合組織　9-17.金
原出版,東京.
9　本文、文献、抄録等、欧語はすべてタイプで
記す.
10　図,表は,個々の掲載寸法又は縮小率を明記
して別に添付し、本文中には、図表が挿入され
るべき位置を明示しておくこと.
(抄　録)
第3　抄録は、次の各号に掲げる点に留意して作成
すること。
1　抄録は、すべて英文とし、本文が欧文の場合
は、和文抄録をも付ける。
2　和文抄録の記載順序は、 ①表題、 (塾著者名、
③所属、 (り抄録本文とする。
3　抄録の長さは、和文では800字以内、欧文では
300語以内とする。
(掲載料の納入)
第4　投稿者は、請求のあった日から2週間以内に、
全額を納入しなければならない。
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原　　著
甲状腺良性腰痛の超音波像の検討
迫　裕孝,中根佳宏,沖野功次,佐野晴夫,西原和郎,小玉正智
第　　5　　巻
平成2年5月
Dibutyryl CAMP Causes Recovery from Potentially Lethal Damage, Activation of
Histone Kinase and Increase in Histone Phosphorylation
Toshiko YAMADA, Hiroshi KIMURA and Takashi AOYAMA
Changes of Dopaminergic Terminals in the Neostriatum Induced by 6-Hydroxydopamine
: Immunohistochemistry for Tyrosine Hydroxylase and Electronmicroscopy
Kikuko IMAMOTO
Effects of DSP-4 0n the Demonstration of Dopaminergic Terminals in Rat Frontal
Neocortex by Immunohistochemistry for Tyrosine Hydroxylase and Dopamine-β-
Hydroxylase
Kikuko IMAMOTO
心不全患者の自律神経機能に関する検討
森野-Tf<k
チログロブリンのインターナル・イメージを用いた抗甲状腺自己免疫応答の解析
長谷川隆司
偶然発見された腎細胞癌症例の検討
朴　　勺,友吉唯夫
両側腎摘除を行った嚢胞腎の1例
井上　均,三谷大洋,熊谷直和,林　英治,西村直卓,佐竹喜三雄,朴　　勺,友吉唯夫　----81
Correlation of fluoride concentrations m blood with renal function
Gaku YAMAMOTO
Characterization of protein kmases in the nuclear matrix of HL-60
Ichiro SASAKI, Hisao UEYAMA and Kiyoshi UEDA
Identification of Some Unusual Actins by Using Antibodies
Hisao UEYAMA and Kiyoshi UEDA
脳卒中易発症怪高血圧自然発症ラットの心臓の細胞増殖に関する研究
津村五茂
Intralymphatic chemotherapy for lymph node metastasis of cancer
Shoji ASAKURA
ラット移植肺の末梢肺野にみられる急性拒絶反応に関する形態学的研究
安田雄司
抄　　録
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